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西宮市立こども未来センターでの学外実習
西宮市にある西宮市立こども未来セ
ンターにて学外実習を行いました。
西宮市立こども未来センターは
「こども自身の自分らしい豊かな人
生の実現」のための支援を行うこと
を目的とし、福祉・教育・医療が連
携し、切れ目のない支援を行うこと
をめざし子供の育ちや発達、学校・
幼稚園・保育所での生活などで生じ
る不安や心配についての相談に応じ
ます。
相談は電話受付に始まり必要に応

じて相談員による面談や継続的な面
談、またセンター内の支援につなぐ
ほか、学校園や関係機関との連携も
行っています。
肢体不自由児通園施設として開設

された「西宮市立わかば園」と「西
宮市立スクーリングサポートセン
ター」を移転・統合した施設であり、
施設内では医師や看護師をはじめ
様々な専門家が在籍しており多職種
が連携し共に多角的な視点から課題
へ向き合う支援を試みます。

２
０
２
３
年
９
月
１
日(

金)

あすなろ みらいでは、西宮市
立の小中学校において長期間登校
できない状況にある子供を対象に、
社会的自立にむけた支援を行って
います。
あすなろ みらいの利用日は、
月曜日から木曜日です。
その他にも、わかば園では訪問
支援事業の展開や、地域の園との
並行通園も可能であり、親子通園
ではあるが親と離れて保育士と遊
ぶ場面を観察してもらうため園内
の窓をマジックミラーにするなど
の工夫を行っていました。
また、電話で相談を受けた際の
心構えとしてはニーズの理解や相
手の気持ちに寄り添う姿勢の重要
性などが挙げられました。
必要に応じて学校園や関係機関
とも十分に連携を図っており、一
人ひとりに応じた支援を試みてい
ることを学びました。
こうした取組みをはじめ、西宮
市立こども未来センターでは各所
で公的機関ならではの特徴が多数
見受けられました。
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実習指導者の先生のお話
こども未来センターでは「わ
たしたちはこども自身の自分ら
しい豊かな人生を実現するため
の支援をめざします」を基本理
念に、子ども達が自分の人生の
主人公として生きること、社会
の中で生きがいをもって暮らす
こと、そして学んだことを生か
して自分の世界を広げることを
目指しています。

そのため、支援は本人中心の
支援を意識しており、本人や家
族の現状や希望の整理、それに
伴う課題や方針について支援関
係者間での認識の共有を図って
います。
施設内には医師や看護師、理
学療法士、作業療法士、言語聴
覚士、心理療法士、保育士、相
談員など多職種が在籍しており、
利用様の承諾を得た上で情報共
有し、連携を図ります。

施設について
施設は、
・１階：サロン及びわかば園
・２階：診療部門の総合受付
・３階：相談室やスヌーズレン
ルーム
・４階：あすなろ みらい（教
育支援センター）
・５階：屋上プール
となっていました。

わかば園は、肢体不自由児や
知的・発達障害児を対象に保護
者の方にも具体的な療育・育児
方法を身に付けていただくため
親子通園での保育を行っていま
す。

神戸女学院大学 公認心理師カリキュラム「心理実習」
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